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Abstract: We have investigated bacterial and fungal flora in tatami of judo training halls. When the 
count of bacteria increased the count of fungi decreased, and vice versa, mirror image phenomenon 
showing a correlation in their growth, on judo mats and wrestling mats as shown before. Each 
Micrococcus luteus, Staphylococcus warneri and Bacillus subtilis was frequently isolated from tatami of judo 
training halls. In this study, to investigate the bactericidal effects of the supernatant of the fungal species 
isolated from tatami of judo training halls. Two (no. 4 and 6) were shake-cultured for 12 weeks, and then 
treated with bacteria with the supernatants, growth-inhibitory zones were formed in cultures of 
particular bacterial species. The results indicated the inhibition of bacterial growth in the fungal culture 
media, and also we observed the cell structures by a scanning and a transmission electron microscope. 
Based on the findings in this study, the results suggest that competition between bacteria and fungi in 
nutritional intake from mats for growing and the action of an antibiotic-like substance produced by 
fungi.
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ブドウ糖 40.0 g/l）で 27°C，12 週間，振蘯培養3)（TAITEC, 
BR-300LF）を行った後，3000 rpm で 15 分間遠心し上清
液を得た。上清液は，0.22 µm のメンブレンフィルター
（Billerica, MA, USA）で濾過した後，-80°C で凍結し，2
日間，凍結乾燥機（Labconco Model 75035, Kansas City, 
MO. USA）で処理した。次に，それらを蒸留水に溶か
し，凍結乾燥した真菌培養液（10 倍に濃縮）として実





















ぞれ 50–80％シリーズで 4°C，10 分間，90％では室温




























? 1-a　Micrococcus luteus のグラム染色後の光学顕微鏡像。図 1-a，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理し
た。iii）は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の像を示している。
? 1-c　Bacillus subtilis のグラム染色後の光学顕微鏡像。図 1-c，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。
iii）は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の像を示している。
? 1-b　Staphylococcus warneri のグラム染色後の光学顕微鏡像。図 1-b，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理
した。iii）は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の像を示している。
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? 2-a　Micrococcus luteus の走査型電子顕微鏡像。図 2-a，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。iii）
は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の菌体表面の像を示している。Bar=1 µm.
? 2-b　Micrococcus luteus の透過型電子顕微鏡像。図 2-b，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。iii）
は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の細菌の内部構造の像を示している。Bar=1 μm.
? 3-a　Staphylococcus warneri の走査型電子顕微鏡像。図 3-a，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。
iii）は No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の菌体表面の像を示している。Bar ＝ 1 µm.
? 3-b　Staphylococcus warneri の透過型電子顕微鏡像。図 3-b，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。




















リで 1 mm3 前後に細切りした。電子顕微鏡標本自動作
製装置（HEM48，サクラファインテックジャパン）を
用いて，エタノール（50％，80％）で脱水した。次に，
Spurr 樹脂（日新 EM 株式会社）に包埋し，70°C，48
時間の加熱重合を行った。その後，試料を超ミクロトー
ム（LEICA ULTRACUT UCT）で厚さ約 60 nm に薄切
した。
3.????????
図 1 は高頻度に分離，同定された Micrococcus luteus, 
Staphylococcus warneri, Bacillus subtilis の 3 菌種につい




Staphylococcus warneri は図 1-b に示したように，染色
性の変化とブドウ状の配列部分も確認された。Bacillus 
? 4-a　Bacillus subtilis の走査型電子顕微鏡像。図 4-a，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。iii）は
No. 6 を用い，27°C，1 週間の処理を行った後の菌体表面の像を示している。Bar ＝ 1 µm.
? 4-b　Bacillus subtilis の透過型電子顕微鏡像。図 4-b，i）は被検液処理前の菌体，ii）は真菌培養液 No. 4 で処理した。iii）は


















1) 中村　洋：柔道場における細菌叢の動態．平成 17 年
度日体大卒業研究抄録 2006.
2） 太田　祐一：レスリング・マットにおける細菌・真菌




4） M. Nara, H. Yamamoto, K. Shibata, N. Kiyohara, K. 
Makimura and T. Osafune: Correlation between 
Bacteria and Fungi on Judo Mats. Korean Journal of 















ことが分かる（図 ii，iii）。これは図 iii の矢印で示す
ように，細胞壁の部分的な破壊によって細胞質が外部
へ流出し，細胞質の電子密度が低下したものと考えら
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